
日
本
一
の
宮
崎
牛
を
目
指
し
て

宮
崎
県
立
農
業
大
学
校
　佐

藤
　
登
士
夫
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一　

第
一
一
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
「
宮
城
大
会
」
の
概
要

　
和
牛
の
能
力
を
競
い
合
う
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
が
五
年
に
一
度
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。
昨
年
度
開
催
さ
れ
た
宮
城
大
会
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

今
回
は
新
た
に
、
復
興
特
別
出
品
区
「
高
校
の
部
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
内
容
に
つ
い
て
、
実
施
要
項
よ
り
抜
粋
し
ま
す
。

第
一
一
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
の
付
帯
行
事
と
し
て
、
全
国
の
農
業
高
校

か
ら
出
品
さ
れ
る
区
を
設
け
、
出
品
に
向
け
た
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
わ
が
国

固
有
の
肉
専
用
種
で
あ
る
和
牛
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
和
牛
の
将
来
を
担
う

後
継
者
の
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
す
る
。
ま
た
、
第
一
一
回
全

国
和
牛
能
力
共
進
会
が
東
日
本
地
域
で
開
催
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
、
東
日
本
大

震
災
か
ら
の
復
興
や
明
る
い
明
日
に
向
け
、
将
来
の
担
い
手
と
な
る
全
国
の
農

業
高
校
生
が
一
堂
に
会
し
て
、
切
磋
琢
磨
し
交
流
を
深
め
る
様
子
を
全
国
へ
発

信
す
る
。

「
日
時
」　

平
成
二
九
年
九
月
七
日
（
木
）
一
三
時
～
一
四
時
二
〇
分
、
一
五
時
四
〇
分

～
一
六
時
四
〇
分

「
会
場
」

宮
城
県
仙
台
市
夢
メ
ッ
セ
み
や
ぎ

「
出
品
資
格
」

・
自
校
で
生
産
・
飼
育
さ
れ
て
い
る
繁
殖
雌
牛
を
出
品
す
る
。

・
出
品
時
の
生
後
月
齢
は
、
原
則
と
し
て
全
共
の
二
区
と
三
区
に
準
ず
る
。

（
一
四
ヵ
月
～
二
〇
ヵ
月
未
満　

生
年
月
日　

平
成
二
八
年
一
月
八
日
～
平

成
二
八
年
七
月
七
日
）
も
の
。

・
出
品
牛
の
父
牛
は
、
道
府
県
の
改
良
方
針
に
基
づ
い
た
種
雄
牛
で
あ
る
こ
と
。

「
審
査
方
法
」

出
品
牛
の
審
査
序
列
と
出
品
高
校
の
取
り
組
み
発
表
の
評
価
順
位
を
合
計
し

序
列
を
決
定
す
る
。

平
成
二
七
年
三
月
の
こ
と
で
し
た
。
第
一
一
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
宮
崎

県
推
進
協
議
会
会
長
平
木
場 

宗
一
様
よ
り
宮
崎
県
立
高
鍋
農
業
高
等
学
校
へ

特
別
出
品
枠
を
頂
き
ま
し
た
。
本
校
に
は
平
成
一
九
年
の
宮
崎
県
畜
産
共
進
会

に
お
い
て
、
「
み
ね
こ
ひ
め
三
」
号
が
見
事
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
い

た
経
験
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
平
成
二
二
年
に
児
湯
地
域
を
襲
っ
た
口
蹄
疫

に
よ
り
、
三
三
五
頭
の
豚
・
牛
と
と
も
に
殺
処
分
と
な
り
ま
し
た
。
「
み
ね
こ

ひ
め
三
」
号
の
産
み
の
親
で
も
あ
る
都
農
町
で
繁
殖
経
営
を
さ
れ
て
い
る
黒
木

さ
ん
宅
も
口
蹄
疫
に
よ
り
全
頭
殺
処
分
と
な
っ
た
こ
と
を
機
会
に
、
「
宮
崎
牛

の
未
来
を
若
い
人
に
託
し
た
い
」
と
い
う
一
心
で
本
校
に
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
通

い
、
経
験
や
技
術
を
伝
承
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
黒
木
さ
ん
に
「
全
共
対

大
会
名
称　

第
一
一
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
宮
城
大
会

主
催　
　
　

公
益
社
団
法
人
全
国
和
牛
登
録
協
会

開
催
期
間　

平
成
二
九
年
九
月
七
日
～
九
月
一
一
日

開
催
場
所　

種
牛
の
部
会
場　

仙
台
市
「
夢
メ
ッ
セ
み
や
ぎ
」

　
　
　
　
　

肉
牛
の
部
会
場　

仙
台
市
「
仙
台
市
中
央
卸
売
市
場
食
肉
市
場
」

出
品
頭
数　

種
牛
の
部　

三
三
四
頭　
　

肉
牛
の
部　

一
八
三
頭

開
催
テ
ー
マ

　

「
高
め
よ
う
生
産
力　

伝
え
よ
う
和
牛
力　

明
日
へ
つ
な
ぐ
和
牛
生
産
」

イ
ベ
ン
ト
テ
ー
マ

　

「
感
謝
と
美
味
し
さ
牛
（
ぎ
ゅ
ー
）
ッ
と
込
め
て
和
牛
の
祭
典
二
〇
一
七

in

み
や
ぎ
」
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策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
と
し
て
協
力
を
し
て
頂
き
、
口
蹄
疫
か
ら
の
復
興
を
全
国

の
方
々
に
発
信
す
る
と
い
う
想
い
を
伝
え
る
こ
と
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
今
回

の
全
共
に
臨
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

復
興
特
別
出
品
区
「
高
校
の
部
」
の
参
加
校
は
次
の
一
四
校
で
す
。

　

そ
し
て
、
わ
が
高
鍋
農
業
高
校
か
ら
出
品
し
た
牛
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　　　　　　　

岩
手
県
立
盛
岡
農
業
高
等
学
校　
　

宮
城
県
柴
田
農
林
高
等
学
校

福
島
県
立
福
島
明
成
高
等
学
校　
　

栃
木
県
立
鹿
沼
南
高
等
学
校

群
馬
県
立
中
之
条
高
等
学
校　
　
　

岐
阜
県
立
飛
騨
高
山
高
等
学
校

京
都
府
立
農
芸
高
等
学
校　
　
　
　

兵
庫
県
立
但
馬
農
業
高
等
学
校

鳥
取
県
立
倉
吉
農
業
高
等
学
校　
　

岡
山
県
立
瀬
戸
南
高
等
学
校

長
崎
県
立
北
松
農
業
高
等
学
校　
　

大
分
県
立
三
重
総
合
高
等
学
校
久
住
校

宮
崎
県
立
高
鍋
農
業
高
等
学
校　
　

鹿
児
島
県
立
市
来
農
芸
高
等
学
校

名
号　
　
　
　
　

「
も
も
み
ひ
め
」
号

生
年
月
日　
　
　

平
成
二
八
年
六
月
二
三
日

個
体
式
別
番
号　

一
四
〇
六
〇-

五
五
七
五-

五

血
統　
　
　
　
　

（
父
）
秀
正
実　

（
祖
父
）
安
重
守　

（
曾
祖
父
）
忠
富
士
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二　

歴
史
と
伝
統
の
学
校
「
宮
崎
県
立
高
鍋
農
業
高
等
学
校
」

高
鍋
農
業
高
等
学
校
は
、
旧
高
鍋
藩
校
「
明
倫
堂
」
の
教
え
を
引
き
継
ぎ
、

一
一
五
年
を
迎
え
る
長
い
歴
史
と
伝
統
を
持
つ
農
業
高
校
で
す
。
学
校
は
、
舞

鶴
城
の
跡
地
に
あ
り
、
お
堀
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
場
所
に
あ
り
ま
す
。

平
成
二
六
年
の
学
科
改
編
に
よ
り
、
園
芸
科
学
科
（
野
菜
、
草
花
、
果
樹
）
、

食
品
科
学
科
（
食
品
加
工
、
乳
製
品
加
工
）
、
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
科
（
六
次
産
業
、

流
通
、
販
売
）
、
畜
産
科
学
科
（
酪
農
、
肉
用
牛
、
養
豚
）
の
四
学
科
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
三
九
年
に
文
部
省
指
定
自
営
者
育
成
高
等
学
校
（
現
在
は
農
業
経
営
者

育
成
高
等
学
校
）
の
指
定
を
受
け
、
農
業
経
営
者
の
育
成
を
目
的
に
、
園
芸
科

学
科
、
畜
産
科
学
科
は
全
員
三
年
間
「
明
倫
寮
」
で
寮
生
活
を
送
り
ま
す
。
（
食

品
科
学
科
、
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
科
は
希
望
入
寮
）

三　

畜
産
科
学
科
の
紹
介

畜
産
科
学
科
は
、
乳
牛
、
和
牛
、
豚
の
飼
育
や
畜
産
物
の
販
売
、
畜
産
に
関

す
る
基
礎
的
な
知
識
・
技
術
に
つ
い
て
座
学
と
実
習
を
通
し
て
専
門
的
に
学
習

で
き
る
学
科
で
す
。

養
豚
部
門
は
、
平
成
二
八
年
、
二
九
年
と
二
年
連
続
、
都
農
町
・
ミ
ヤ
チ
ク

都
農
工
場
に
健
康
な
肉
豚
を
出
荷
し
た
割
合
が
ず
ば
ぬ
け
て
い
た
と
し
て
、
県

都
農
食
肉
衛
生
検
査
所
か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
酪
農
部
門
は
、
平
成
三
〇

年
四
月
に
静
岡
県
で
開
催
さ
れ
た
、
第
九
回
全
日
本
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ン
ド
ホ
ワ
イ

ト
シ
ョ
ウ
「
高
校
の
部
」
に
お
い
て
第
二
位
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
、
県
内
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
畜
産
を
学
べ
る
農
業
高
校
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
平
成
二
二
年
に
本
県
の
児
湯
地
域
で
発
生
し
た
家
畜
伝
染
病
「
口

蹄
疫
」
に
よ
り
、
宮
崎
県
内
で
は
、
二
九
万
七
八
〇
八
頭
の
尊
い
家
畜
の
命
が

犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。
当
時
、
本
校
の
舞
鶴
牧
場
で
は
、
生
徒
の
立
ち
入
り
を

禁
止
。
消
毒
、
飼
養
管
理
は
す
べ
て
職
員
で
対
応
し
て
い
ま
し
た
が
、
乳
牛
の

搾
乳
中
に
水
泡
を
確
認
。
虚
し
く
、
本
校
で
も
口
蹄
疫
が
発
生
し
ま
し
た
。
殺

処
分
の
前
日
も
、
乳
牛
一
頭
の
新
た
な
命
が
誕
生
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
平
成

二
二
年
五
月
二
五
日
、
乳
牛
三
二
頭
、
肉
用
牛
二
二
頭
、
豚
二
八
一
頭
を
殺
処

分
し
ま
し
た
。
県
内
全
域
か
ら
生
徒
が
入
学
し
て
お
り
、
口
蹄
疫
発
生
後
は
、

寮
か
ら
自
宅
に
帰
省
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
今
ま
で
優
し
く
愛
情
を
持
っ
て
育

て
て
き
た
家
畜
が
殺
処
分
さ
れ
る
こ
と
は
、
心
が
痛
い
ほ
ど
辛
か
っ
た
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
牧
場
か
ら
、
家
畜
が
い
な
く
な
り
、
生
徒
は
実
習
を
す
る
こ
と

が
で
き
ず
、
家
畜
に
触
れ
た
く
て
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
辛
い
経
験
を
し

て
き
た
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
様
々
な
ご
支
援
の
お
陰
も
あ
り
、
現
在
で
は
こ
の
よ
う
な
大
き
な

被
害
か
ら
復
興
し
て
き
ま
し
た
。
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四　

子
牛
の
贈
呈
「
み
ち
み
ち
五
」
号
に
つ
い
て

殺
処
分
に
よ
り
、
学
校
の
舞
鶴
牧
場
か
ら
家
畜
が
一
頭
も
い
な
く
な
り
ま
し

た
が
、
山
形
県
米
沢
市
で
、
肥
育
経
営
を
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
、
米
澤
佐
藤

畜
産
社
長
佐
藤
秀
彌
様
よ
り
、
雌
子
牛
一
頭
を
寄
贈
し
て
頂
き
ま
し
た
。
こ

の
子
牛
は
口
蹄
疫
終
息
後
、
児
湯
家
畜
市
場
で
開
催
さ
れ
た
初
の
セ
リ
市
で

二
六
〇
万
円
で
セ
リ
落
と
さ
れ
た
も
の
で
す
。
佐
藤
様
は
、
二
ヶ
月
に
一
回
開

催
さ
れ
る
児
湯
地
域
か
ら
子
牛
を
導
入
さ
れ
、
雌
子
牛
を
三
五
ヶ
月
間
肥
育
し

「
鷹
山
牛
」
と
し
て
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
上
杉
鷹
山
公
が
縁
で
高
鍋
町
と
山

形
県
米
沢
市
は
姉
妹
都
市
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
高
鍋
農
業
高
校
の
生
徒

の
為
に
と
い
う
想
い
で
寄
贈
さ
れ
た
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
今
回
、
第
一
一
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
が
東
北
で
開
催

さ
れ
た
こ
と
は
、
深
い
縁
を
感
じ
ま
し
た
。

口蹄疫で真っ白になった牛舎。
口蹄疫により殺処分され、埋却

された後の畜産魂碑。
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五　

農
業
経
営
者
育
成
を
担
う
「
明
倫
寮
」

校
舎
か
ら
少
し
離
れ
た
、
高
鍋
の
街
が
一
望
で
き
る
高
台
の
上
に
、「
明
倫
寮
」

が
あ
り
ま
す
。
生
徒
は
、
こ
の
明
倫
寮
に
て
生
活
を
共
に
し
て
い
ま
す
。
普
段

は
、
朝
六
時
に
起
床
。
前
庭
で
全
体
点
呼
を
受
け
、
各
部
屋
の
清
掃
を
し
ま
す
。

居
室
は
二
人
部
屋
で
、
学
年
の
異
な
る
生
徒
が
同
じ
部
屋
で
過
ご
し
ま
す
。
清

掃
の
後
は
、
食
事
を
摂
り
、
七
時
を
過
ぎ
る
と
畜
産
科
学
科
の
生
徒
は
、
朝
の

家
畜
の
飼
養
管
理
で
、
舞
鶴
牧
場
へ
向
か
い
ま
す
。
一
時
間
程
度
の
管
理
を
終

え
て
か
ら
、
学
校
へ
登
校
し
、
授
業
を
受
け
ま
す
。

放
課
後
の
農
業
ク
ラ
ブ
活
動
、
部
活
動
を
終
え
る
と
、
一
八
時
四
五
分
に
全

員
帰
寮
し
、
食
事
、
入
浴
を
済
ま
せ
、
二
〇
時
か
ら
二
二
時
ま
で
学
習
を
行
い

ま
す
。
そ
し
て
二
二
時
に
は
消
灯
に
な
り
ま
す
が
、
畜
産
科
学
科
は
、
将
来
の

畜
産
を
担
う
人
材
育
成
を
目
的
に
夜
の
牛
の
分
娩
対
応
な
ど
も
行
い
ま
す
。

六　

農
業
ク
ラ
ブ
「
肉
用
牛
経
営
研
究
班
」

全
国
の
農
業
高
校
生
は
、
全
員
農
業
ク
ラ
ブ
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
農
業
ク
ラ
ブ
は
専
門
ご
と
に
研
究
班
が
あ
り
、
本
校
の
畜
産
科
学

科
肉
用
牛
経
営
研
究
班
に
は
、
一
年
生
一
二
名
・
二
年
生
一
三
名
・
三
年
生

一
二
名
が
所
属
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
農
業
ク
ラ
ブ
と
は
別
に
、
部
活
動
と
し
て
「
自
主
活
動
班
」
と
呼
ば
れ

る
肉
用
牛
部
に
七
名
が
所
属
し
て
お
り
、
そ
の
七
名
の
生
徒
を
中
心
に
全
共
に

向
け
て
取
り
組
み
ま
し
た
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七　

高
鍋
農
業
高
校
の
全
共
に
向
け
た
準
備

①　

全
共
候
補
牛
の
誕
生

平
成
二
七
年
高
鍋
農
業
高
校
に
は
、
一
三
頭
の
母
牛
が
い
ま
し
た
が
、
全
共

出
品
条
件
に
見
合
っ
た
分
娩
が
可
能
な
母
牛
は
四
頭
で
し
た
。
そ
し
て
、
二
頭

の
生
年
月
日
が
合
う
雌
子
牛
が
誕
生
し
ま
し
た
。

「なつみひめ」号

「ももみひめ」号
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②　

エ
サ
箱
の
改
善

当
時
、
牛
舎
は
、
エ
サ
箱
が
ブ
ロ
ッ
ク
で
で
き
て
お
り
、
牛
房
の
片
隅
に
配

置
し
て
あ
っ
た
た
め
、
エ
サ
を
食
べ
る
際
に
牛
が
壁
に
寄
り
か
か
り
、
牛
の
立

ち
肢
勢
に
影
響
す
る
こ
と
を
全
国
和
牛
登
録
協
会
宮
崎
県
支
部
の
方
に
指
摘
さ

れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
牛
房
の
中
心
に
な
る
よ
う
に
エ
サ
箱
を
設
置
し
直
し
ま

し
た
。

③　

飼
養
管
理

牛
の
審
査
栄
養
度
判
定
で
は
牛
の
発
育
を
左
右
す
る
日
頃
の
飼
養
管
理
が
重

要
と
な
り
ま
す
。
そ
の
審
査
は
、
き
甲
・
背
・
肋
・
腰
角
・
臀
・
尾
根
部
の
触
診
と

栄
養
度
で
す
。
そ
の
栄
養
度
を
決
め
る
飼
料
は
大
き
く
二
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

一
つ
は
粗
飼
料
で
す
。

粗
飼
料
は
、
牛
の
腹
作
り
に
お
い
て
重
要
で
あ
り
、
栄
養
価
、
品
質
に
お
い

て
は
特
に
大
切
で
す
。
粗
飼
料
は
、
稲
ワ
ラ
、
オ
ー
ツ
ヘ
イ
、
イ
タ
リ
ア
ン
乾

草
、
青
刈
り
（
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
・
エ
ン
麦
・
イ
タ
リ
ア
ン
ラ
イ
グ
ラ
ス
＊
時
期

に
よ
っ
て
変
わ
る
）
を
吹
き
上
げ
カ
ッ
タ
ー
で
細
断
し
て
給
与
し
ま
し
た
。

も
う
一
つ
は
濃
厚
飼
料
で
す
。

粗
飼
料
の
不
足
を
補
う
、
濃
厚
飼
料
は
、
子
牛
マ
ニ
ュ
ア
ル
飼
養
管
理
を
参

考
に
し
な
が
ら
、
牛
の
状
態
に
合
わ
せ
て
給
与
し
ま
し
た
。

朝
七
時
と
夕
方
四
時
に
給
与
を
行
い
ま
し
た
。
給
与
者
と
給
与
量
を
記
録
さ

せ
る
こ
と
で
、
常
に
牛
の
状
態
を
把
握
す
る
と
い
う
意
識
を
身
に
付
け
さ
せ
ま

し
た
。
熱
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
下
痢
を
し
て
い
な
い
か
、
脱
水
を
起
こ
し

て
い
な
い
か
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
牛
の
変
化
に
気
づ
き
、
早
目
に
処
置
、
対

応
を
す
る
こ
と
が
、
発
育
に
大
き
く
影
響
し
て
く
る
と
い
う
こ
と
を
生
徒
は
学

ん
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

④　

牛
洗
い
・
毛
刈
り
・
削
蹄
・
引
き
運
動

牛
の
産
ま
れ
持
っ
て
い
る
能
力
を
十
分
に
引
き
出
す
飼
育
者
は
牛
の
美
点

（
特
に
優
れ
て
い
る
部
分
）
を
伸
ば
し
、
惜
点
（
惜
し
ま
れ
る
部
分
）
を
少
な

く
す
る
こ
と
で
「
品
位
・
資
質
」
を
作
り
上
げ
ま
す
。
生
徒
た
ち
も
優
れ
た
飼

育
者
を
目
指
し
て
日
々
の
管
理
に
取
り
組
み
ま
し
た
。



― 44 ―

ア
、牛

を
一
日
一
回
洗
い
ま
し
た
。
ホ
ウ
キ
で
汚
れ
を
落
と
し
、
石
鹸
を
使
い
、

ブ
ラ
シ
で
擦
っ
て
い
き
ま
す
。
洗
っ
た
ら
、
水
で
流
し
、
水
を
し
っ
か
り
き
り

タ
オ
ル
で
良
く
拭
い
て
乾
か
し
ま
す
。
最
後
に
、
ブ
ラ
シ
で
毛
を
起
こ
し
て
い

き
ま
す
。
生
徒
は
休
日
も
休
ま
ず
に
こ
の
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

イ
、毛

刈
り
は
、
牛
の
輪
郭
の
鮮
明
さ
を
出
す
技
術
で
す
。
バ
リ
カ
ン
、
立
ち
バ

サ
ミ
、
隙
バ
サ
ミ
を
用
い
て
毛
刈
り
を
行
い
ま
し
た
。
大
変
難
し
い
た
め
、
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
黒
木
さ
ん
か
ら
指
導
を
頂
き
ま
し
た
。
毛
を
切
っ
た
後
の
牛
を

頭
に
浮
か
べ
な
が
ら
、
毛
を
刈
り
ま
す
が
、
頭
か
ら
前
躯
に
か
け
て
の
部
分
は

特
に
高
い
技
術
が
必
要
で
す
。
こ
の
毛
刈
り
に
よ
っ
て
牛
の
体
の
移
行
、
体
絞

ま
り
を
良
く
見
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ウ
、蹄

を
削
る
技
術
で
あ
る
削
蹄
は
、
牛
を
正
し
い
肢
勢
に
す
る
た
め
に
必
要
で

す
。
外
向
き
に
脚
が
開
く
と
、
肢
の
強
さ
や
、
品
位
が
下
が
る
か
ら
で
す
。
削

蹄
を
行
う
こ
と
で
、
体
上
線
が
ま
っ
す
ぐ
に
な
り
、
体
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
な

り
ま
す
。
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エ
、管

理
の
成
果
を
客
観
的
に
把
握
す
る
た
め
に
、
毎
月
一
回
、
牛
の
体
位
測
定

を
行
い
ま
し
た
。
測
定
項
目
は
、
体
高
・
十
字
部
高
・
体
長
・
胸
囲
・
胸
深
・

胸
幅
・
尻
長
・
腰
角
幅
・
か
ん
幅
・
坐
骨
幅
で
す
。
牛
の
発
育
の
目
安
と
な
る

発
育
曲
線
の
数
値
と
し
て
体
高
一
．
五
σ
以
上
は
優
等
賞
の
中
位
以
下
と
す
る

厳
し
い
全
共
の
審
査
基
準
が
あ
り
ま
す
の
で
、
生
徒
た
ち
は
発
育
の
数
値
を
目

で
確
認
す
る
こ
と
、
記
録
の
重
要
性
を
感
じ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

八　

児
湯
郡
育
成
共
進
会
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
受
賞

平
成
二
八
年
一
〇
月
、
児
湯
郡
・
西
都
市
の
和
牛
繁
殖
農
家
の
母
牛
を
評
価

す
る
共
進
会
が
、
新
富
町
の
児
湯
地
域
家
畜
市
場
に
て
、
八
年
ぶ
り
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
出
品
牛
三
六
頭
の
中
か
ら
、
本
校
の
一
七
ヵ
月
齢
の
「
な
つ
ひ
め

一
」
号
（
父　

勝
平
正　

母
の
父　

福
之
国
）
が
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と

な
り
県
知
事
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
生
徒
ら
に
と
っ
て
は
全
共
を
前
に
大
き
な

弾
み
に
な
り
ま
し
た
。
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九　

全
共
参
加
の
成
果

①　

関
係
機
関
と
の
連
携

全
共
に
出
品
す
る
に
あ
た
り
、
宮
崎
県
畜
産
振
興
課
、
公
益
財
団
法
人
全
国

和
牛
登
録
協
会
宮
崎
県
支
部
、
児
湯
畜
産
連
合
会
か
ら
、
牧
場
に
来
て
頂
き
、

牛
の
管
理
、
調
教
等
に
つ
い
て
指
導
し
て
頂
き
ま
し
た
。
生
徒
は
、
普
段
学
校

で
教
職
員
か
ら
学
ん
で
い
ま
す
が
、
外
部
の
方
か
ら
ご
指
導
を
頂
く
こ
と
で
、

農
家
と
同
じ
よ
う
に
学
べ
る
貴
重
な
機
会
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
髙
鍋
町
役
場
、
Ｊ
Ａ
児
湯
の
方
か
ら
も
激
励
を
頂
い
た
り
、
河
野
知

事
に
も
取
り
組
み
発
表
に
つ
い
て
ご
助
言
を
頂
く
な
ど
、
ま
さ
に
チ
ー
ム
宮
崎

と
し
て
の
参
加
で
あ
る
こ
と
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

②　

猛
暑
対
策

七
月
、
八
月
と
本
県
の
夏
は
非
常
に
暑
い
猛
暑
日
が
続
き
ま
し
た
。
牛
へ　
　
　
　

の
「
ス
ト
レ
ス
」
を
押
さ
え
、
牛
へ
の
負
担
を
か
け
な
い
よ
う
に
、
朝
夕
の
涼

し
い
時
間
帯
に
管
理
を
行
い
ま
し
た
。
朝
五
時
過
ぎ
か
ら
引
き
運
動
を
行
い
、

夕
方
六
時
頃
に
調
教
を
行
い
ま
し
た
。
生
徒
は
一
日
も
休
ま
ず
に
牛
の
管
理
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

③　

チ
ー
ム
宮
崎
の
課
題

全
共
会
場
は
一
七
〇
〇
キ
ロ
離
れ
た
宮
城
県
で
し
た
の
で
、
輸
送
対
策
や
水

の
確
保
と
い
う
大
き
な
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
本
県
は
現
地
視
察
や
輸
送
試
験
、

水
の
確
保
の
た
め
の
対
策
を
し
て
き
ま
し
た
。
全
共
三
連
覇
に
向
け
て
牛
の
こ

と
を
第
一
に
考
え
、
牛
を
万
全
に
し
て
勝
負
を
す
る
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
ま
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し
た
。

本
番
は
九
月
と
は
い
え
、
気
温
が
三
〇
℃
近
く
ま
で
上
が
り
ま
し
た
。
長
距

離
輸
送
で
の
暑
さ
、
牛
舎
で
の
暑
さ
も
考
え
、
扇
風
機
を
配
置
す
る
な
ど
の
工

夫
も
あ
り
ま
し
た
。
全
国
和
牛
登
録
協
会
宮
崎
県
支
部
の
長
友
局
長
が
、
「
ま

ず
は
、
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
並
ぶ
こ
と
が
大
切
。
」
と
常
に
言
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
出
品
し
た
「
も
も
み
ひ
め
」
号
は
、
宮
城
県
に
到
着
し
た
際
に
は
、
ほ

と
ん
ど
疲
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
本
当
に
宮
崎
県
の
全
共
に
向
け
た
準
備
の

凄
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

④　

会
場
で
の
飼
養
管
理
、
牛
洗
い

全
共
会
場
に
牛
が
到
着
し
、
牛
に
少
し
ず
つ
エ
サ
を
給
与
し
ま
し
た
。
エ
サ

は
通
常
や
っ
て
い
る
、
オ
ー
ツ
ヘ
イ
や
イ
タ
リ
ア
ン
乾
草
な
ど
を
持
っ
て
い
き

ま
し
た
。
牛
が
、
し
っ
か
り
と
エ
サ
を
食
べ
、
床
に
横
に
な
っ
た
と
き
に
は
本

当
に
安
心
し
ま
し
た
。
定
期
的
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
獣
医
の
方
に
牛
の
様
子
を
見

て
頂
き
心
強
く
感
じ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
牛
洗
い
場
が
設
置
し
て
あ
り
ま
し
た
が
、
数
が
少
な
い
為
、
一

頭
あ
た
り
一
〇
分
間
で
洗
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
生
徒
は
、
み
ん
な
で

協
力
し
て
牛
を
洗
い
、
自
分
の
学
校
の
牛
を
洗
い
終
わ
っ
た
ら
、
児
湯
地
区
の

同
じ
農
家
の
方
の
牛
洗
い
を
手
伝
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
他
県
の
牛
も
牛
を
洗
い
に
行
く
際
に
、
本
県
の
牛
舎
の
前
を
通
り
ま
す

が
小
さ
い
石
が
落
ち
て
い
る
と
、
牛
の
蹄
を
傷
つ
け
て
し
ま
い
ま
す
の
で
ホ
ウ

キ
を
持
っ
て
、
空
い
て
い
る
時
間
は
キ
レ
イ
に
清
掃
し
ま
し
た
。
本
県
は
、
牛

舎
の
キ
レ
イ
さ
も
日
本
一
、
マ
ナ
ー
も
日
本
一
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
確
認
で

き
ま
し
た
。
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⑤　

高
校
の
部　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

大
会
前
日
に
は
、
高
校
の
部
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
し
た
。
参

加
し
た
農
業
高
校
の
紹
介
、
宮
城
県
の
高
校
生
が
作
っ
た
「
ズ
ン
ダ
ジ
ェ
ラ
ー

ト
」
の
お
も
て
な
し
も
あ
り
ま
し
た
。

牛
へ
の
志
を
も
っ
た
全
国
各
地
の
仲
間
が
切
磋
琢
磨
し
て
、
地
域
の
担
い
手

と
な
る
た
め
に
学
び
、
そ
の
成
果
を
全
国
の
方
に
見
て
頂
く
と
い
う
本
当
に
素

晴
ら
し
い
大
会
に
し
た
い
と
い
う
想
い
を
感
じ
ま
し
た
。

⑥　

高
校
の
部　

取
り
組
み
発
表

出
品
牛
の
審
査
と
同
時
に
、
取
り
組
み
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
当
時
畜
産
科

学
科
三
年
の
黒
木
唯
登
さ
ん
（
現
在
、
都
農
町
で
和
牛
繁
殖
を
経
営
）
が
、「
感

謝
の
想
い
を
込
め
て
共
に
前
へ
～
三
三
五
頭
の
御
霊
に
捧
ぐ
復
興
へ
の
誓
い

～
」
と
題
し
て
発
表
を
し
ま
し
た
。
黒
木
さ
ん
は
、
口
蹄
疫
が
本
校
で
発
生
し

家
畜
が
全
頭
殺
処
分
さ
れ
た
こ
と
、
山
形
県
の
米
澤
佐
藤
畜
産
様
よ
り
牛
を
贈

呈
し
て
頂
い
た
こ
と
、
全
共
ま
で
飼
養
管
理
の
取
り
組
み
を
約
五
分
間
で
発
表

し
、
全
国
の
方
に
口
蹄
疫
か
ら
の
復
興
と
感
謝
を
伝
え
ま
し
た
。
黒
木
さ
ん
は
、

な
つ
み
ひ
め
号
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
が
、
予
選
で
選
抜
さ
れ
ず
、
補
欠
牛
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
発
表
者
と
し
て
参
加
し
、
強
い
想
い
を
伝
え
る
た
め
に
牧

場
や
寮
で
も
練
習
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
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⑦　

高
校
の
部　

体
型
審
査

審
査
前
日
に
、
出
品
牛
の
体
位
測
定
が
あ
り
ま
し
た
。
測
定
結
果
は
次
の
通

り
で
し
た
。

⑧　

復
興
特
別
出
品
区　

高
校
の
部　

総
合
序
列

牛
の
体
型
及
び
取
り
組
み
発
表
の
審
査
の
結
果
、
本
校
は
第
二
位
に
相
当
す

る
優
秀
賞
一
席
を
頂
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
宮
崎
県
の
一
般
の
部
は
、
次
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　
今
大
会
の
一
般
の
部
に
出
品
し
た
小
林
秀
峰
高
校
は
、
本
校
と
併
せ
て
「
全

共
に
お
け
る
高
校
生
の
活
躍
」
と
し
て
注
目
さ
れ
ま
し
た
。

最
優
秀
賞

　
　

岐
阜
県
立
飛
騨
高
山
高
等
学
校

優
秀
賞
　
一
席

　
　
宮
崎
県
立
高
鍋
農
業
高
等
学
校

　
　
　
　

二
席

　
　

兵
庫
県
立
但
馬
農
業
高
等
学
校

　
　
　
　

三
席

　
　

宮
城
県
柴
田
農
林
高
等
学
校

　
　
　
　

四
席

　
　

鹿
児
島
県
立
市
来
農
芸
高
等
学
校

肉
牛
の
部　

八
区

　

内
閣
総
理
大
臣
賞
（
史
上
初
三
大
会
連
続
受
賞
）

第
七
区
（
総
合
評
価
群
）

　

優
等
賞
首
席

第
五
区
（
繁
殖
雌
牛
群
）

　

優
等
賞
首
席

＊
第
二
区
（
若
雌
の
一
）

　
優
等
賞
五
席

　
宮
崎
県
立
小
林
秀
峰
高
等
学
校

名　

号　
　

も
も
み
ひ
め
号　

月　

齢　
　
　
　

一
四
ヵ
月

体　

高　
　

一
二
六
．
二
㎝ 

 
 
 
 
 
 
 

十
字
部
高　

一
二
八
．
八
㎝

体　

長　
　

一
五
〇
．
八
㎝ 

 
 
 
 
 
 
 

胸　

囲　
　
　
　

一
七
七
㎝

胸　

深　
　

 
 

六
四
．
五
㎝ 

 
 
 
 
 
 
 

胸　

幅　
　
　

四
四
．
〇
㎝

尻　

長　
　

 
 

五
一
．
〇
㎝ 

 
 
 
 
 
 
 

腰
角
幅　
　
　

四
七
．
〇
㎝

か
ん
幅　
　
　

四
五
．
〇
㎝ 

 
 
 
 
 
 
 

坐
骨
幅　
　
　

二
九
．
五
㎝

体　

重　
　
　
　

四
二
四
㎏
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十　

全
共
を
終
え
て

①　

チ
ー
ム
宮
崎
の
一
員
と
し
て
の
自
覚

第
一
一
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
の
「
高
校
の
部
」
は
開
会
式
直
後
の
審
査

と
い
う
こ
と
で
、
生
徒
は
本
当
に
緊
張
し
て
い
ま
し
た
。
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
あ

り
ま
し
た
が
、
今
ま
で
や
っ
て
き
た
事
を
信
じ
、
牛
を
信
じ
て
、
絶
対
に
首
席

を
取
る
と
い
う
気
持
ち
で
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
体
型
審
査
で
は
首
席
だ
っ

た
も
の
の
総
合
第
二
位
に
終
わ
り
、
生
徒
は
、
悔
し
涙
を
目
に
浮
か
べ
て
い
ま

し
た
。
牛
舎
に
戻
る
と
、
宮
崎
県
の
畜
産
農
家
の
方
か
ら
「
本
当
に
よ
く
頑
張
っ

た
。
素
晴
ら
し
い
。
」
と
言
っ
て
頂
き
大
き
な
拍
手
を
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の

時
に
、
チ
ー
ム
宮
崎
の
一
員
で
あ
る
こ
と
、
チ
ー
ム
宮
崎
の
凄
さ
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

②　

登
録
検
査

登
録
検
査
と
は
、
母
牛
に
な
る
た
め
の
検
査
で
す
。
そ
の
牛
の
体
型
を
審
査

し
、
点
数
が
付
き
ま
す
。
「
も
も
み
ひ
め
」
号
は
、
一
〇
月
三
一
日
に
児
湯
畜

連
に
て
登
録
検
査
を
受
け
ま
し
た
。
全
国
和
牛
登
録
協
会
の
池
田
審
査
員
か
ら

「
発
育
・
体
積
な
ど
素
晴
ら
し
い
で
す
。
た
だ
、
惜
し
ま
れ
る
点
と
し
て
は
、

尻
の
形
状
と
い
っ
た
所
が
あ
り
ま
し
た
。
」
と
の
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

八
八
．
三
点
と
い
う
高
い
得
点
を
頂
き
ま
し
た
。
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③　

宮
崎
県
産
業
教
育
振
興
会
長
賞
並
び
に
宮
崎
県
学
生
栄
誉
賞
の
受
賞

平
成
三
〇
年
二
月
一
日
、
宮
崎
県
産
業
教
育
振
興
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
全
国
二
位
と
い
う
結
果
が
、
本
県
の
産
業
教
育
の
振
興
に
大
き
く
貢

献
を
し
た
こ
と
を
認
め
て
い
た
だ
い
た
と
言
え
ま
す
。

ま
た
、
三
月
一
四
日
に
は
平
成
二
九
年
度
宮
崎
県
学
生
栄
誉
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。
こ
の
賞
は
世
界
大
会
や
全
国
大
会
等
に
お
い
て
、
特
に
活
躍
し
た
団

体
・
個
人
が
対
象
で
す
の
で
、
高
鍋
農
業
高
校
肉
用
牛
経
営
研
究
班
だ
け
で
は

な
く
、
全
共
の
高
校
生
部
門
そ
の
も
の
の
価
値
を
評
価
い
た
だ
い
た
と
考
え
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
二
つ
の
名
誉
あ
る
賞
を
い
た
だ
い
て
学
校
の
名
を
大
き
く

発
信
で
き
ま
し
た
。

十
一　

終
わ
り
に

今
回
、
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
に
お
い
て
、
新
設
を
さ
れ
た
「
高
校
の
部
」

に
本
県
代
表
と
し
て
出
品
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
最
初
は
何
も
分
か
ら
ず
、
生

徒
・
職
員
に
戸
惑
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
支
え
て
頂
い
た
の
が
、
都
農

町
の
黒
木
忠
雄
さ
ん
・
栄
子
さ
ん
で
す
。
過
去
に
岩
手
全
共
で
日
本
一
を
獲
得

さ
れ
、
日
本
一
の
技
術
や
知
識
、
牛
飼
い
の
素
晴
ら
し
さ
を
生
徒
・
職
員
へ
教

え
て
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
宮
崎
県
畜
産
振
興
課
、
全
国
和
牛
登
録
協
会
宮
崎
県
支
部
、
児
湯
畜

産
連
合
会
、
獣
医
の
方
か
ら
、
全
共
ま
で
ず
っ
と
御
指
導
を
頂
き
な
が
ら
世
界

に
誇
る
「
宮
崎
牛
」
の
素
晴
ら
し
さ
や
、
日
本
一
に
向
け
た
取
組
の
大
切
さ
を

実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
た
く
さ
ん
の
農
家
の
方
を
知
る
機
会

に
も
な
り
ま
し
た
。

高
校
の
部
第
二
位
と
い
う
結
果
に
、
生
徒
は
悔
し
涙
を
流
し
ま
し
た
。
こ
の

悔
し
涙
が
、
こ
れ
か
ら
先
の
大
き
な
希
望
に
変
わ
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。
生
徒

の
感
想
文
に
、
「
地
域
に
恩
返
し
が
で
き
、
地
域
の
人
に
認
め
ら
れ
る
。
宮
崎

牛
を
守
る
畜
産
農
家
に
な
り
た
い
。
」
と
強
い
意
志
が
書
か
れ
て
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
「
牛
か
ら
学
ぶ
」
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
農
業
教
育
で
一

番
大
切
な
の
が
、
実
践
教
育
で
す
。
こ
の
実
践
教
育
を
こ
の
全
共
を
通
し
て
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
は
、
農
業
教
育
に
携
わ
る
教
員
と
し
て
、
宮
崎
牛
の
魅
力
を
若
い
人
に
伝

え
、
日
本
一
の
宮
崎
牛
を
つ
く
れ
る
、
日
本
一
の
人
材
（
畜
産
後
継
者
）
を
育

成
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
全
共
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
牛
一
頭
一
頭
の

命
を
大
切
に
し
、
牛
に
感
謝
、
人
に
感
謝
、
地
域
に
感
謝
を
し
、
日
本
一
の
畜

産
県
、
宮
崎
を
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
第
一
一
回
宮
城
全

共
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、
次
回
の
全
共
に
生
徒
と
共
に
挑
戦
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。


